
令和 6年度保健師職能交流集会 

 

 

 

保健師職能委員会では昨年度より、日本看護協会が 2022 年度に実施した「保健師活動の活動基盤に関す

る基礎調査」を基に、本県の保健師活動の特徴を明らかにし、今後期待される保健活動について様々な場面で投

げかけ、検討を行ってきました。本年８月１７日に開催した保健師ネットワーク会議においては、①人材確保・就労条

件、②教育・キャリア形成、③保健師活動における課題、の３点の課題に絞り、各団体の取り組みや今後の活動に

ついて協議を行ない、その結果、統括保健師や中堅期保健師の課題やジェネレーションギャップは有っても、そこに

ばかり注目するのではなく、関係者とつながることを大切にして動き始めることが大事であり、保健師同士のつな

がり・各職種とのつながりを持てる関係性を構築することが明らかになりました。保健師の活動の原点を大事にし、

楽しいと思える公衆衛生活動ができる長崎県にしていきたいと考えています。 

 そこで今回の職能交流集会においては「つながること」をテーマにキャリアレベルごとにグループワークを行い、

各自がつながることの大切さを理解し、一歩を踏み出す機会にしていただくために開催いたします。 

なお、本交流会は新任期保健師交流・研修会を兼ねて開催します。 

 

■ 日 時：令和 7年 2月 15日（土）13：00～15：30 

■ 場 所：ながさき看護センター 4階大会議室 

■ 内 容：楽しいと思える公衆衛生活動へふみだすために 

  ～かたろう つながろう ふみだそう～ 
１．開会挨拶 

２．話題提供（各 15分） 

① これまでの市町保健師の経験から       

大村市福祉保健部 長寿介護課   課長  角野 章子 氏 

② これまでの県保健師の経験から         

長崎県福祉保健部 障害福祉課   参事  烏山 由美子 氏 

③ 大分県の保健師・地域・大学の連携について  

長崎大学 生命医科学域（保健学系） 准教授  川崎 涼子 氏 

３．グループワーク（キャリアレベル別）及び発表 

① 話題提供を聞いての感想 

② 自分たちは何ができるのか 

③ 楽しいと思える公衆衛生活動へふみだすために具体的に何をするのか 

４．講  評   長崎県看護協会長 日野出 悦子 

５．保健師職能委員会活動報告 長崎県看護協会 保健師職能委員長 稗圃砂千子 

６．閉会挨拶          

■ 対象者：県内の医療、行政、企業、地域包括支援センター等に勤務する保健師 

■ 申込方法：別紙参加申込書に必要事項を記入し、メールまたは FAXにて送信 

■ 申込締切：令和 7年 2月 6日（木）まで延長 

■ 参加費：会  員 無料     

非会員 500円（税込）※当日徴収 

 

楽しいと思える公衆衛生活動へふみだすために 

～かたろう つながろう ふみだそう～ 

 

公益社団法人長崎県看護協会 （担当 総務部 近藤） 

〒854-0072 諫早市永昌町 23 番 6 号 

TEL：0957-49-8050 FAX：0957-49-8056 

E-mail：soumu@nagasaki-nurse.or.jp 



 

令和 6 年度 保健師職能交流集会参加申込書 

 

日時：令和 7 年 2 月 15 日（土） 

場所：ながさき看護センター 

 

 

◆ 申込先：公益社団法人長崎県看護協会 総務部 

ＦＡＸ：0957-49-8056  または 

E-mail：nna@nagasaki-nurse.or.jp メールに添付して送信 

 

◆ 締め切り：令和 7 年 2 月 6 日(木)まで延長 
 

１．申込代表者記入 

勤務先・所属 
 

申込責任者 
 

連絡先(電話番号) 
 

 

２．参加者（会員 or 非会員はいずれかに○） 

 
氏 名 職位 

キャリア

レベル 

通算経験年

数 

看護協会会員 

の有無 

１ 
  

 
年目 

 会 員 

 非会員 

２ 
  

 
年目 

 会 員 

 非会員 

３ 
  

 
年目 

 会 員 

 非会員 

４ 
  

 
年目 

 会 員 

 非会員 

５ 
  

 
年目 

 会 員 

 非会員 
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